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",α"e"s〃（井上，2000）とウチワエビ（坂井，199＆
本尾，2005）の4種が報告されている。
はじめに
イセエビ科とセミエビ（ウチワエビ）科のエビ類は
フィロソー マphyllosomaと呼ばれる大型でビニー ル
シートのように透き通ったユニークな幼生を持つこと
で知られている（Sekiguchi，1986)。日本海では両科
の成体に関し，イセエビPα""/""sノ”o"Iα‘s（本間・
青柳，2004など)，ヒメセミエビCﾙeIa,c“c"/"淀，
(本間ら，2007)，キタンヒメセミエビGαﾉearα"s
k"α"ov加“"s（Motoh，1972など)，フタバヒメセミエ
ビαe"”c“〃c"””/“（Harada，1962)，ウチワエ
ビ必αc"Sc"/αr"s（Motoh，1972；本尾，1997など）と
オオバウチワエビ肋αc"s〃ove加火"rα/"s（Haradaand
Holthuis，1965；本間ら，1996など）の計6種の分布が
知られている。
一方，幼生に関しては，キタンヒメセミエビ（和田
ら，1985；井上ら，2000)，フタバヒメセミエビ（井上
ら、2000)，和名の付けられていないE””α“
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図1．フィロソーマ幼生の採集場所
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今回，日本海の山口県と石川県沖から各1個体のフイ
ロソーマ幼生が得られたのでこれらの観察結果を報告
する。
材料と方法
採集時期・場所：計2個体が採集された。l個体は2《：
むつれじま
08年5月5日に下関市沖の六連島で刺し網により，そ
して他のもうl個体は2008年6月19日に石川県小松市
安宅沖でこれも刺し網により，いずれも生きた状態で
確保された（図l）。
今回観察した幼生の属の査定はSekiguchi（1986）
に，そして種の識別は道津ら（1996）と高橋・税所
(1978）に拠った．体測定は頭甲長（眼柄基部の頭甲
前縁から後縁までの正中線上の長さ)，頭甲幅（頭甲
の最大'幅)，体長（眼柄基部の頭甲前縁から尾節後縁
までの正中線上の長さ)，全長（前方に延ばした第1
触角先端から尾節後縁までの最長距離）の4部位で，
01mmまで読み取れるノギスで行った．測定時の状
態は山口県産は70％エタノール液固定，石川県産は新
鮮なものであった。
なお、2標本は富山市立科学博物館に保管されてい
る
結果と考察
種：これら2個体は第3顎脚外肢に剛毛を有せず，頭
甲（cephalicshield）が2葉状（bilobed）であること
から（図2A～C，図3A～C），ウチワエビ属
(必αc"s）と判|断された。次に，上述のように日本海
にはウチワエビ属成体2種の分布が知られており，今
回の2標本は①体長42mm台と大きい，②頭甲背部が
中央の楯状凹部から左右縁部へゆるやかにふくらんで
延びている（くの字に折れ曲がっていない)，③頭甲
背面の左右に縦走する隆起線の前端歯が大きくかつそ
れに続く小歯（前小歯）を欠く，④隆起線後部の鋸歯
(後歯）数が10～12,⑤第5胸節が頭甲に覆われていな
い（図2A，3A）（道津ら，1966)，および⑥頭甲後
縁がほぼ直線的であって著しく湾入していない（高橋・
税所，1978）ことから，ウチワエビと同定した。
齢期：体長が42mmと大きく，さらに腹部がよく発達
しており，これらの特徴は道津ら（1966）や高橋・税
所，（1978）のウチワエビ8期（最終令期）に相当した。
表1に，今回得られた2個体の測定値を，比較検討
図2．山口県産ウチワエビの最終期フィロソーマ幼生
A，背面(スケールは、､）；B，腹面(スケールは、､）；C，頭甲の前部(腹面）；D，腹部(腹面）
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図3．石川県産ウチワエビの最終期フィロソーマ幼生
A，背面(スケールは、､）；B，腹面(スケールは、､）；C，頭甲の前部(背面）；D，腹部(腹面:
表1．日本海で採集されたウチワエビ最終期フイロゾーマ幼生の測定値(単位：m､）
備
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蔭ラ頭甲長頭甲幅体長全長個体
May5，2008；六連島（山口県）
June17,2008ラ安宅（石川県）
May29,2004；白石礁（京都府）
June，16,2004ぅ湊（京都府）
June9，1995；高屋（石川県）
earlyil，May，1995ラ舶倉島（石川県》
平均値（長崎県）
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扱った前者22～205mm，後者40～46.5mmとほぼ同じ
範囲内にあると言える。
なお，日本海では表lの6個体とは別に，詳しい種
の査定や体測定値の記録がないものの，1962年に山形
県で1個体（鈴木，1979）と，1969年に石川県で集団
発生したウチワエビのものとされるフィロソーマ幼生
が記録されている（藤野，1970)。これらとは別に，
これもウチワエビと思われる幼生の殻1個が1987年10
月3日に山形県鶴岡市の海岸で拾われている（庄内日
報，1988)。一方，山口県以北の日本海からはまだオ
オバウチワエビのフィロソーマ幼生は得られていない。
次に，今回の2例および過去に記録のあった4例の
都合6個体から，以下のような問題点が浮かび上がる。
1）幼生と成体との出現数：今回，幼生を得た日本海
のために既往報告例を添えて示した。隆起線後部の鋸
歯数は山口県産では右側が10歯，左が11歯で，石川県
産は右12歯，左11歯であった．頭甲長に関しては山口
県産の幼生が227mmであり，石川県産や京都府産
標本の249～26lmmに比べて幾分小さかった。一方．
坂井（1998）の得た2個体中の1個体は，頭甲長19.皇
mmと日本海産の全6個体中では最小であるのに，そ
の頭甲幅は342mmと相対的に大きい。幼生の頭甲の
石灰化が未熟で軟らかいことや，標本の固定状態の差
異に起因する測定値誤差，さらに個体差等を考慮する
と，体各部相対値の比較検討はでき難いように思われ
る．今回の2個体を含めた日本海で得られた6個体のウ
チワエビ最終期（第8期）幼生の頭甲長は19～26mm
体長は41～47mmであり，それらは道津ら（1966）の
10き
本尾洋・土井啓行
の山口県や石川県の海域では，成体の方は，近年ウチ
ワエビよりもオオバウチワエビが圧倒的に多く採集さ
れている（本尾，1999う本尾，未発表；土井，未発表)。
一方，幼生については今までの採集記録で見る限り，
上述のように，坂井（1998)の2個体および本尾
(2005)の2個体そして今回の2個体のすべてがウチワ
エビであってオオバウチワエビは得られていない。す
なわち，成体と幼生の出現頻度は逆転しているといえ
る。似たような例は九州でも認められていて，長崎港
ではウチワエビ幼生（178個体）がオオバウチワエ
（5個体）より遥かに多いのに対して，近傍の橘湾で
は成体オオバウチワエビがウチワエビよりも多く漁獲
されている（道津ら，1966)。このような事実を踏ま
え，道津ら（1966)は，「オオバウチワエビとウチワエ
ビの増殖力には大差ないとみられるため，それらの幼
生の出現割合には両者の資源量が反映しているとみる
ことができよう」と考察している。
このように，日本海における両種成体と幼生の出現
率の差異については今後，成体と幼生を一層蒐集する
努力と平行して，幼生の分布状況（輸送システム）を，
対馬暖流の海況変化を考慮しながら明らかにしていく
必要があろう。
2）幼生齢期：表1に示した6例はいずれも最終齢期
のフイロソーマ幼生であった。似た例即ち，1957年の
5～7月に福岡県津屋崎町（日本海）で47個体の最終
齢期フィロソーマ幼生（ウチワエビ20個体とオオバウ
チワエビ27個体）が採集されている（道津ら，1966)。
最終齢より若い幼生が得られていないのは，採集幼生
がイカ釣り擬餌針，定置網や刺し網に付着して発見さ
れていることから推察すると，若齢幼生は体が小さい
ために発見され難いことと，物に付く性質が無いか弱
いためであるのかも知れない。
3）採集時期と幼生の起源：日本海におけるフィロソー
マ幼生の採集時期は，種の確定された上記6例すべて
において，5月上旬～6月中旬に限られている（表l)。
石川県では成体ウチワエビの採捕数が極端に少ないこ
ともあって，同種の抱卵雌の記録は目下皆無である。
一方，抱卵オオバウチワエビは2005年9月中旬に2個
体（石川県加賀市沖）と2006～2008年間の4月上旬か
ら6月中旬にかけて13個体（うち12個体は4月，金沢
市沖）の計15個体が採集されている（本尾，未発表)。
ウチワエビのフイロソーマ幼生期間は水温23～26℃
の飼育下で76～79日であるという（高橋･税所，1978)。
このことから，飼育条件下と自然条件下の水温の相違
はあるものの，幼生期間はおよそ2ヶ月半と推算され
る。したがって日本海で5月上旬～6月中旬に採捕さ
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れた6個体のふ化時期は，2月下旬～4月上旬頃と推
定される。一方，同時期の海水温度が上述の飼育下
(23～26℃）より低いことから（例えば，石川県環境
部，2007)，実際のふ化時期はそれより早期であるこ
とが十分予想される。
長崎県の茂木では，抱卵ウチワエビの出現は2～6
月（オオバウチワエビでは3～6月）である（道津ら
1966)。また，日本海の入口に位置する五島列島の西・
北方海域での抱卵ウチワエビの出現は10月下旬～翌7
月上旬（3～5月が特に多い）と長期にわたっている
(道津ら，1966)。
対馬暖流の沿岸分枝流の平均流速を10～20cm/秒
(石川，2007）（時速およそ14～28km)，東シナ海か
ら能登半島あたりまでの距離を緯度約7．差から大略
1,000kmと見積もると，幼生は同海流に乗って，幼
生期間のおよそ2ケ月半の間に容易に石川県海域近傍に
到着できることになる。
対馬暖流沿岸分枝流に関し，日本海の佐渡島付近ま
で夏期（4～8月）にその北上流が強化されることか
ら（石川ら，2007)，その期間中は幼生のさらに遠隔
地への到達が容易となる。幼生が対馬暖流で運ばれる
時期は上述のように4～6月で，晩春～初夏に当たり，
この時期には幼生はそれ以外のシーズンよりさらに遠
隔地まで北上できるであろう。また逆に，海流の速度
の遅いシーズンでも，山口県沖のような近接地では幼
生の漂着が相対的に容易であろうことは想像に難くな
い。
道津ら（1966）は主として5～7月に，九州西北岸
の玄界灘でウチワエビの最終期幼生を採集しており，
九州西海岸に出現するものは東シナ海起源であること
に言及している。また，山田（1986）は東シナ海に成
体のウチワエビとオオバウチワエビが量産し，抱卵雌
の出現は前者では10月～翌7月（盛期3～5月)，後
者では2～6月であることを述べている。
このような状況を踏まえ，山口県以北の日本海でウ
チワエビの抱卵雌が採集されていないことも考慮する
と，現況下では日本海で5～6月頃に採集されるウチ
ワエビ最終期幼生は，日本海の入口部に位置する九州
西・南西部海域，さらに個体によってはより南方の東
シナ海で産出され，対馬暖流で運ばれてきたことが想
定される。
なお，井上ら（2000）は五島列島で得られたフタバ
ヒメセミエビのフィロソーマ幼生の親について，幼生
が出現した沿岸海域の親個体群から生み出された場合
と，他海域の親個体群が採集海域へ輸送・分散された
場合の2通りの解釈を示している。
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上述のように，山口県以北の日本海でウチワエビの
抱卵個体が見つかっていないことや，浮遊幼生期間お
よび採集幼生の齢期を考慮すると，現況では上記の6
幼生は東シナ海～九州南西部の海域で産出され，対馬
暖流に運ばれて北上してきた可能性が考えられる。
このように，日本海に出現するウチワエビ幼生の
“起源”については，今後も新たなフィロソーマ幼生
やその後の若齢個体さらには抱卵雌の採集に努め，海
況情報も含めた総合的見地から生活史を解明し，明ら
かにされることが望まれる。さらに，両遠隔海域に生
息する成体のmtDNAなどによる“鑑定”も併用され
ることが望ましい．
最後に，上記のようにオオバウチワエビの複数抱廃
雌が石川県沖で9月と4～6月に発見されていること
から，少なくとも同海域では長期にわたって同種の産
卵･ふ化が行われている可能性があり，ここで生まれ
た浮遊幼生は対馬暖流で運ばれて北上し，東北海域あ
たりで着底・成長していることが想定される。目下，
同種成体の日本海での北限は新潟県となっており（本
間ら，1996)，今後も同海域やさらにはそれ以北での
オオバウチワエビの新たな発見が期待される。
謝辞
フィロソーマ幼生を提供された山口県漁業協同組合
六連島支所の西村繁冨氏と大岩康久氏ならびに石川県
漁業協同組合安宅支所の浜本修身氏，そして標本採集
や報告書作成に便宜を図られた下関市立しものせき水
族館の石橋敏章館長と同館の立川利幸氏および園山貴
之氏にお礼申し上げる。また，本稿の校閲をいただい
た新潟大学名誉教授の本間義治博士に心から感謝の意
を表する。
引用文献
道津喜衛・田中於菟彦・庄島洋一・妹尾邦義，1966．
ウチワエビとオオバウチワエビの最終期フィロゾー
マからほふく幼生への変態．長崎大学水産学部研
究報告，（21)：l95-221
藤野忠男，1970．大型プエリーラの集団発生．採集と
飼育，32(2)，目次頁．
Harada，E，1962．OnthegenusScV"”"s（Crustacea
Decapoda：Reptantia）丘omJapan・PubLSetoMar・
BiolLab.，10(1)：lO9-l32Pls．Ⅷ-XⅣ
Harada，E，andHolthuis，L，B，1965．Twospeciesof
thegenus必αc“（CrustaceaDecapoda：Reptantia）
丘omJapanPublSetoMar､BioL，13(1)：23-34
Holthuis，L、B･’2002．Thelndo-Pacincscyllarine
??????
本尾洋・土井啓行
l-22Pls.’たまきび会，山形市．
高橋実・税所俊郎，1978．ウチワエビ幼生とオオノミ
ウチワエビ幼生の完全飼育について．鹿児島大学
水産学部紀要，27(1)：305-353．
和田洋蔵．桑原昭彦．宗清正匿・傍島直樹，1985．若
狭湾西部海域におけるキタンヒメセミエビ幼生の
分布とフィロゾマ期数について．京都海洋センター
研報，(9)：51-57．
山田梅芳，1986．東シナ海・黄海のさかな．pp482
485,西海区水産研究所，長崎市
????
